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回覧・掲示用

夏のボランティア　302名が体験しました
　「夏のボランティア体験」は、夏休みを利用して小学生から社会
人まで幅広い方々を対象に、いろいろなボランティアを体験してい
ただこうと毎年開催しています。
　この夏は猛暑が続きましたが、302名の方が 59か所の活動先で

ボランティアを体験しました。
施設やボランティア団体の皆さんのご協
力に心から感謝申し上げます。

ボランティアへの関心を
　ボランティア事業が江戸川区から私どもの法人に移行されて、1年半が経ちました。
センターにご登録いただいた団体は当初 155 団体でしたが、現在は福祉、教育、
国際交流、防災、環境など 181団体になりました。
　東京 23区では、ほとんどのボランティアセンターは社会福祉協議会の中に所属
しておりますが、江戸川区では独立法人の立場を保っており、より広く活動を深め
ようとしております。
　去る、7月 13日（日）には、タワーホール船堀で「2014えどがわボランティアフェ
スティバル」を開催いたしました。

　69団体が日頃のボランティア活動の成果を発表し、区民とボランティアとの密接
な交流が行われました。
　このフェスティバルは、2001 年から開かれており、区内で定着しています。今年
は友好都市鶴岡市のボランティアの皆さんもご参加いただきました。
　ボランティア活動は言うまでもなく「出会い、ふれあい、助け合い」の自主的な活
動であります。そして、「無理なく、無駄なく、ムラなく継続的に」行うことが大切です。
多くの区民の方々の、自主的な参加を是非ともお願いしたいと思います。
　今年の夏は、かつて経験したことのない異常気象により全国各地で豪雨、土砂崩れ、
竜巻などの被害が発生いたしました。当法人としても、平成 23年 3月の東日本大震
災以降「災害ボランティア」の大切さを認識し、重点事業として取り組んでいます。
　昨年 7月には、江戸川区と江戸川区社会福祉協議会、当法人の三者で「災害時の
一般ボランティア活動の支援に関する協定」を結びました。また、区民を対象とし
た「災害時ボランティア養成講座」を開講して、ボランティア養成への取り組みを
深めています。そのためにも区民の方々のボランティア活動へのご理解と積極的な
ご協力が必要であります。周知のとおり江戸川区は、永年にわたって、各町会自治

会や民生児童委員協議会をはじめとした広範囲な各種団体と区行政当局とのつながりが非常に強く、「江
戸川区民まつり」を初めとした各種イベントへの参加が盛んに行われています。
　地域との絆をさらに深めて、安心・安全の街づくりを進めていくために、更に「ボランティア立区え
どがわ」を進めていくためにも、区民の皆様に、公益財団法人えどがわボランティアセンターに、関心
を向けていただきたく、ご協力を希望します。

公益財団法人えどがわボランティアセンター

理事長　小久保晴行

図書館で
書籍整理

保育園での
水遊び補助



ここです

風船無料配布 点字体験

手話体験 風船で剣づくり体験

江戸川区民まつりに参加します

えどがわボランティアセンターでは、江戸
川区福祉ボランティア団体協議会の皆さん
と一緒に、今年も江戸川区民まつりに参加
します。
ボランティアの皆さんによる手話や点字の
体験コーナーのほか、動物風船の無料配布
や手づくり風船アートの体験もできます。
ボランティアコーナーは、ふれあい広場に
あります。お立ち寄りください。

えどがわボランティアセンターのホームページには、講座やイベント、ボランティア募集
活動先の紹介など、いろいろな情報が満載です。是非ご覧ください。
また、身近な話題は、フェイスブックでも情報発信しています。
ホームページアドレス　edogawa-vc.jp/　または「えどがわボランティアセンター」で検索してください。

出前ボランティア体験 in 江戸川区役所　好評でした 
平成 26年 8月 19日 ( 火）から 8月 21日 ( 木）の 3日間、江戸
川区役所1階正面玄関多目的コーナーで、江戸川区福祉ボランティ
ア団体協議会の協力のもと、えどがわボランティアセンター事業
のPRをいたしました。
期間中訪れた区民の方は合計 102名。
障がい者の生活便利グッズの見学・実演のほか車いす体験、白杖
体験、手話のあいさつの習得、点字器の操作などを体験しました。

平成26年10月12日（日）　会場：都立篠崎公園

写真は昨年の区民まつりの様子です。
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ボランティア募集情報

えがおの家まつり
ボランティア募集
内容：模擬店の手伝い、利用者
　　　の付添い、駐輪場整理
日時：平成26年11月9日（日）
　　　9：00～ 15：00
場所：えがおの家
　　　（東葛西5-10-5）
締切：10月 10日（金）
問合せ：3680-3116
　　　田村・羽田

個人（障がい者支援）
内容：全介助が必要な障がい者（成人）
　　　の介護をしている母親のお手伝
　　　いをしてくださる方を募集。
日時：いつでも可
居住地：北葛西
問合せ：ボランティアセンター
　　　5662-7671

“手話のしおり”好評です。
“無事かえる”もよろしく！

　手話を身近に感じていただこうと今年6月
に作成した「手話のしおり」あいさつ編が
好評です。
おはよう、こんにちは、こんばんは、あり

がとうなど 7種類で
す。大きさは横 3㎝、縦 11㎝です。
窓口で 1人 1個無料配布中です。
大切な家族の無事を願った折り紙「無
事カエル」も窓口で好評配布中です。
ご活用ください。

9月4日(木）江戸川区災害ボランティアセンターの設置・運営訓練をえどがわボランティアセンター
で行いました。
江戸川区が災害で被災したときに、災害ボランティアの受入窓口となる
のが江戸川区災害ボランティアセンターです。
運営は社会福祉協議会とボランティアセンターが行います。
訓練は、東京湾北部で震度 6強の地震が発生、区内全域で家屋が倒壊し、
一部地域では火災もみられるという想定で、被災状況の収集や被災者か

らの支援の相談、ボランティアの募集・受付
などの訓練を行いました。
災害はいつ起こるかわかりません。常日頃か
らの訓練の繰り返しが、“いざ”という時に役に立ちます。
また、ボランティアセンターでは、区民を対象とした災害時ボランティ
ア養成講座も開催しています。詳しくはボランティアセンターホームペー
ジ「講座一覧」をご覧ください。

ボランティアセンター登録団体数
181団体（平成 26年 9月 1日現在）

災 害 時 ボラン ティアセンター の 運 営 訓 練 を 行 いました

ボランティア
  センター情報！

問合せ　ボランティアセンター
5662-7671

リハビリラボアート1号店
（デイサービス）

内容：利用者のお話し相手
場所：西小岩1-4-12
問合せ：5612-5683　野本

パムックデイサービスセンター
みずえ倶楽部

内容：健康麻雀の相手、手芸、傾聴ほか
場所：南篠崎町2-16-2　第 2相栄ビル
問合せ：5666-7442　米倉

募集情報の掲載を希望される
施設・団体の方は、ボランティ
アセンターまでお問い合わせ
ください。

（7 月・8 月分）
寄附金  1 件
つくしグループ 様 115,000 円

募金箱
（H26.4 月～ 8 月） 5,647 円

使用済み切手
受領　   　 53 件 19.4 ㎏
換金（1月～8月）    17,690 円
※ボランティアの振興に、有効に使わ
　せていただきます。
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⇔

ボランティア通信　「やまびこ」コーナーボランティア通信　「やまびこ」コーナー
※江戸川区福祉ボランティア団体協議会の情報コーナーです。

 布絵の会の活動を見学に行ってきました！ 

東日本大震災から 3年‥復興への願い新たに
　9月 11日（木）、研修部会主催の施設見学会が行われまし
た。行先は東日本大震災の被災地、福島県いわき市で参加者
は 44名でした。
　3年前の 3月、私達は福島第一原子力発電所を見学し、そ
の 2日後に震災が起きました。今回の見学では被災した海岸
や復興中の施設の見学、そして いわき市の「NPO勿来まち
づくりサポートセンター」の方々と昼食をご一緒し、復興に
ついてのお話しを聞くこともできました。
　復興に向けて私たちができること、それは「あの日を忘れ
ないでいること」なのだと強く感じたいわき市での見学会で
した。

江戸川区福祉ボランティア団体協議会の加盟団体である、
「布絵の会」の活動を7月26日（土）に見学に行ってきました。
当日は、ボランティアセンターの事業である、「夏のボラン
ティア体験」の体験者の学生 4名を受入れての活動でした。
「夏のボランティア体験」とは、ボランティア活動に興味
があるが普段は時間が取れない方へ、夏休みの期間を利用し
体験してもらうというものです。
当日の活動は、「フェルトのつながるおもちゃ」作りです。

カラフルなフェルトを針と糸で細かく縫いとめていく作業で
すが、温もりのある可愛い電車ができました。
社会人になる前に体験を通し、ボランティアに関心が膨ら
むいい機会と感じました。この「夏のボランティア体験」を
多くの方に体験をしてほしいと思いました。

今年も参加！第３７回江戸川区民まつり
10月12日（日）に開催される江戸川区民まつりに当協議会も参加します。
会場内にある６つの広場のひとつ、ふれあい広場にボランティアセン
ターのテントを出展し、普及推進部会で協力します。その他にも加盟団体
がいくつか区民まつりに参加します。
また、フレンド広場の友好団体鶴岡市コーナーにも協議会としてお手伝い
をさせていただきます。
秋の一日、篠崎公園にぜひ遊びに来てください！

NPO 勿来まちづくりサポートセンター（中央）
の皆さんと参加者一同
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